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調査の目的と検索戦略 
調査の目的 

 新規性・進歩性にかかわる公知文献の抽出 

 特許の有効性確認/無効化 

 製品の特許抵触可能性 

 技術動向の把握 
 

検索戦略 

 調査観点を明確に 

 調査に許される時間を明確に 

 抽出漏れとノイズのバランスをイメージ 

 調査目的に合った調査範囲 
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無効化調査 
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調査の目的と検索戦略 

調査の目的 
 新規性・進歩性にかかわる公知文献の抽出 
 特許の有効性確認/無効化 
 製品の特許抵触可能性 
 技術動向の把握 
 
検索戦略 

 調査観点を明確に 
 調査に許される時間を明確に 

 抽出漏れとノイズのバランスをイメージ 
 調査目的に合った調査範囲 
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検索式の作り方 

調査観点の整理 
  (a)において、(c)を特徴とする(b) 
 
検索式の構造 
 
 
 
 
キーワードと特許分類 
   相互補完関係・・・キーワードも特許分類も不完全！ 

技術分野 

(a) 
必須要件 

(b) 
発明の本質 

(c) ＊ ＊ 

調査観点は 
必ず紙に 
書くべし！ 
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検索式の構造 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(c)を特徴とする(b) 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, CPC, USPC 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

（課題・効果） 

+ 
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特許分類 

国際特許分類 = IPC; International Patent Code 

• 技術の進歩に伴って改訂・・・第８版 

• 第８版から、常に最新のコードで検索が可能。 
改訂されても過去に対する付与を遡及的に見直し。 

• 注 古い公報には、古い版のIPCのみが印刷されて
いる・・・新しい（第8版）IPCで検索可能。 

 

特許電子図書館（IPDL)－パテントマップガイダンス 

   http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs 

 

 
8 



ＩＰＣ (出典: IPDL-パテントマップガイダンス) 
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日本特許の分類 

ＦＩ分類 (File Index) 
日本国特許庁が、日本の実情に合わせて 
IPCをさらに細かく分類 

 

Ｆターム (File Forming Term) 
特許庁が、複数の観点から多次元的に分析して付与 
 
 

特許電子図書館（IPDL) －パテントマップガイダンス 
   http://www5.ipdl.inpit.go.jp/pmgs1/pmgs1/pmgs 
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ＦＩ (出典: IPDL-パテントマップガイダンス) 
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Ｆターム (出典: IPDL-パテントマップガイダンス) 

12 



   US特許分類 
CPC 
Cooperative Patent 
Classification 
（欧州米国共通特許分類） 

 
USPC 
US独自の分類 
ＩＰＣと対応付け 
 
 
 
 
 
 
 

http://www.uspto.gov/web/patents/classification/ 
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   US特許分類 (CPC) 
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   US特許分類（USPC) 
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検索の進め方 

検索式の整備 
特許分類、同義語・類義語の収集 

 

 

ズバリを発見＝安心！ 

 

     

 

 

漏れをなくす！ 

 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

適合率 vs. 再現率 
 のトレードオフ 
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検索の進め方 
うまくいっている検索のイメージ 
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中身の濃い 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
多い 

件数＝少 
ノイズ＝少 

漏れの 
少ない 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
少ない 

件数＝多 
ノイズ＝多 

 

探索範囲を拡大 

そこそこ=10件 
ヒット30件 

そこそこ=15件 
ヒット100件 
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ヒット件数が
少ない割に 
ノイズも多い 

漏れも 
多い 

ヒット件数が 
増えた分、 
「マッチ」も 
増えたが… 

相変わらず 
漏れは 
多い 

 

探索範囲を拡大 

検索の進め方 
うまくいっていない検索のイメージ 

そこそこ=3件 
ヒット30件 

そこそこ=10件 
ヒット100件 



検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(c)を特徴とする(b) 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Fターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
FI, Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 
（課題・効果） 

+ 

どうやって適切な 
特許分類、キーワードを 

選ぶの？？？ 
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検索の進め方 

検索式の整備 
特許分類、同義語・類義語の収集 

 

 

ズバリを発見＝安心！ 

 

     

 

 

漏れをなくす！ 

 

予備検索 

効率優先検索 

網羅的検索 

適合率 vs. 再現率 
 のトレードオフ 

適切な特許分類も、 
キーワードも、 
特許公報から 
抽出する！！ 
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適切な特許分類の選び方 

☆特定の特許の有効性確認/無効化調査の場合 

 

  例： 特許第4,030,792号の有効性確認 

 

  対象の特許に付与されている特許分類 

  対象の特許の明細書に使われているキーワード 

  ＋審査経過（審査官の調査、拒絶理由通知など） 

 

IPDL→特許・実用新案文献番号索引照会 
(http://www.ipdl.inpit.go.jp/Tokujitu/tjbansaku.ipdl?N0000=110) 
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適切な特許分類の選び方(IPC) 

公開・公表ＩＰＣ記事 

国際分類 第７版     

   H04B  1/40            

   H04B  1/16        R   

   H04L  7/00        Z   

   H04L 12/28    300 Z   

  

公告ＩＰＣ記事 

国際分類     

   H04B   1/40     (2006.01)   

  

伝送方式の細部－送信機－回路 

第７版であることに注意！ 

伝送方式の細部－受信機－回路 

デジタル情報の伝送－受信機を送信機と同期させるための配置 

デジタル情報の伝送 
  －データ交換ネットワーク 
     －パスの構成に特徴のあるもの 
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ＦＩ記事 

4H04B1/40 

4H04L12/28,300Z 

4H04L7/00Z 

4H04B1/16R 

適切な特許分類の選び方(FI) 
伝送方式の細部－送受信機－回路 

デジタル情報の伝送 
 －データ交換ネットワーク 
   －パスの構成に特徴のあるもの 
     －無線によるローカルエリアネットワーク 
 A アドレス管理  
 B 帯域割当・資源割当 
 D 優先制御・輻輳制御 
 M 監視・試験・保守 
 Z その他のもの 

デジタル情報の伝送 
 －受信機を送信機と同期させるための配置 
 A 速度変換 
 B 多数局間の同期 
 D 特殊な符号 
 C ・ＰＮ符号 
 E ・直流方式に用いる符号 
 F ・交流方式に用いる符号 
 G 送受の同期 
 H 同期の監視 
 Z その他のもの 

伝送方式の細部－受信機－回路 
 A 多バンド受信機 
 C 表示 
 G 多機能受信機 
 J 帯域制御 
 M 自動起動停止 
 U 電源 
 R 附属回路 
 Z その他のもの 
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適切な特許分類の選び方(Ｆターム) 

Ｆターム記事 

5K011 DA05 

5K011 DA28 

5K011 JA03 

5K011 JA12 

5K011 KA03 

5K033 BA08 

5K033 DA01 

5K033 DA17 

5K047 AA01 

5K047 AA18 

5K047 BB01 

5K047 GG09 

5K047 GG45 

5K047 MM23 

5K047 MM49 

5K047 MM56 

5K061 AA02 

5K061 BB12 

5K061 CC00 

5K061 EF06 

5K061 JJ05 

審査官フリーワード記事 

5K033 ブル－トウ－スシステムのピコネツト 

5K047 高精度クロツクと低精度クロツク 

5K061 クロツク発振回路 

送受信機 

小規模ネットワーク（３）ループ，バス以外 

デジタル伝送方式における同期 

受信機の回路一般 
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検索の進め方 ～まとめ～ 

   予備検索 

  効率優先検索 

  網羅的検索 
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探索範囲を拡大 

 

探索範囲を拡大 

• 特許分類を見つける検索 
• 同義語・類義語を収集する検索 

ズバリを発見＝安心！ 

調査の目的は果たせた？ 



目次 

1. 「調査の目的」と「検索戦略」 

2. 漏れ vs. ノイズ （適合率 vs. 再現率） 

3. 検索式の作り方 

4. 特許分類について 

5. 検索の進め方 

6.検索の進め方・・・実例 

7. まとめ 

27 



検索の進め方（実例） 
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検索式の構造 

 

 

 

 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(c)を特徴とする(b) 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
IPC, FI, USC 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 

+ 

キーワード 
同義語 
類義語 

特許分類 
Ｆターム 
（課題・効果） 

+ 
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検索式を作る（調査観点の整理） 

 

必須要件 

(b) 
 

表示パネル 
ディスプレイ 

液晶ディスプレイ 
液晶パネル 

LCD 
＊ 

タッチパネル 
タッチ検出 
タッチセンサ 

＋ 
表示タッチパネル 

 

＊ 
 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマホ 
スマフォ 

 

発明の本質 

(c) 
 

＊ 

スマートフォンにおいて、表示タッチパネルを本体側面に備え、 
そこにメニューアイコンを表示する。 

30 

側面 
＋ 
側壁 

アイコン 
＋ 

メニュー 
＊ 



31 

０件になってしまった😅  
⇨ 「スマホ」は絞りすぎ ??? 



予備検索（適切な特許分類の抽出） 

キーワード・・・「どこに書かれているか？」 
を推理すべし！・・・ 目的に沿って 

前回(2014/5/10)は、「発明の名称」を使った！ 
今回も同じ手が使えるか？・・・・？ 
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今度はいい感じ😊 
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どれがいいかなぁ〜 
これが一番良さそう✌  ️
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IPCよりもFIを使いましょう！ 

表示装置 

画像通信/表示装置 
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ちょっと寄り道 〜 FIの改廃情報 

特表2014-512586に 
付与されている 

G06F 3/041 360A 
G06F 3/041 330Z 

について定義がない！ 
IPDLで経緯は調べ
られます。・・・が、 
深い追いは禁物！ 
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FIの改廃情報 

パテントマップガイダンス

（旧） 
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FIの改廃情報 

FI改正情報 
G06F 3/041 400〜 2014.4新設 
G06F 3/041 310〜 2014.4廃止 
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FIの改廃情報 

IPDLで経緯は調べられます。・・・
が、深い追いは禁物！ 

現に付与されている（つまり、検索ツールで
ヒットする）分類コードが全て！ 

付与されている状態で活用しましょう。 
（特許分類の不備を批判するのは不毛） 



特許分類(FI)を使った検索 

 

必須要件 

(b) 
 

表示タッチパネル 
 

＊ 

 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマホ 
スマフォ 

 

発明の本質 

(c) 
 ＊ 

スマートフォンにおいて、表示タッチパネルを本体側面に備え、 
そこにメニューアイコンを表示する。 
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技術分野＆必須要件 

(a)＊(b) 
FI=G06F 3/048 

側面 
＋ 
側壁 

アイコン 
＋ 

メニュー 
＊ 
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47 
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探索範囲を拡大（FI検索） 

必須要件 

(b) 
 

表示タッチパネル 
 ＊ 

技術分野 

(a) 
スマートフォン 
スマホ 
スマフォ 

発明の本質 

(c) 

＊ 

スマートフォンにおいて、表示タッチパネルを本体側面に備え、 
そこにメニューアイコンを表示する。 

52 

技術分野＆必須要件 
(a)＊(b) 

FI=G06F 3/048 

側面 
側壁 
サイド 
立体 
角柱 
面体 
縁 
曲面 

アイコン 
＋ 

メニュー 
＊ 

特許分類やキーワードは、 
     明細書から学ぶべし！ 
明細書 ＞ 辞書 ＞ 知識 
同義語 ＞ 類義語 ＞ 関連 
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探索範囲をさらに拡大（FI検索） 

 

必須要件 

(b) 
 

表示タッチパネル 
 

＊ 

 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマホ 
スマフォ 

 

発明の本質 

(c) 

＊ 

スマートフォンにおいて、表示タッチパネルを本体側面に備え、 
そこにメニューアイコンを表示する。 
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技術分野＆必須要件 

(a)＊(b) 
FI=G06F 3/048 

           他の分類 

側面 
側壁 
サイド 
立体 
角柱 
面体 
縁 
曲面 

アイコン 
＋ 

メニュー 
 
 
 
 

他のキー 
ワード 

＊ 



探索範囲の拡大(検索式の構造) 

 

必須要件 
(b) 

 

＊ 

 

技術分野 
(a) 

 

発明の本質 
(c) 

＊ 

調査観点:   (a)において、(c)を特徴とする(b) 
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ズバリの 
キーワード 

 
 
 
 

徐々に 
可能性の 
低い用語 

ズバリの 
キーワード 

 
 
 
 

徐々に 
可能性の 
低い用語 

ズバリの 
特許分類 

 
 
 
 

徐々に 
関連の薄い 
分類へ 



検索の進め方 
うまくいっている検索のイメージ 
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中身の濃い 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
多い 

件数＝少 
ノイズ＝少 

漏れの 
少ない 
文献集合 

 
 
 

漏れは 
少ない 

件数＝多 
ノイズ＝多 

 

探索範囲を拡大 

そこそこ=10件 
ヒット30件 

そこそこ=15件 
ヒット100件 



探索範囲をさらに拡大（F-tem検索） 
特開2009-217815 サムソンから出願されたスマートフォン関連特許を参考に 

60 

「電話」なので、 

今回の調査に
は、不適切！ 



探索範囲をさらに拡大（F-tem検索） 

61 

5B069: デジタル計算機の表示出力 （5E501へ分割(H10) ） 
 
 

特開2009-217815 サムソンから出願されたスマートフォン関連特許を参考に 

 

必須要件 

(b) 
 

表示タッチパネル 
 

＊ 
 

技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 

 

発明の本質 

(c) 
 

側面＊アイコンメニュー 
＊ 

用途＝電卓 
AA04 ＊ ウィンドウの選択 

CA01 

今回の 

調査には、
不適切 

5E501: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯電話 
AB03 ＊ タッチパネル 

CB05 ＊ アイコン＋メニュー 
FA04+FA05 

5E555: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯情報機器 
BA04〜A06+BB04 

＊ 表示タッチパネル 
CA12+DA02 ＊ アイコン 

CB34+DB18+FA08〜09 



〜まとめ〜 探索範囲を徐々に拡大 
必須要件 

(b) 
 

表示タッチパネル 
 

＊ 
技術分野 

(a) 
 

スマートフォン 
スマホ 
スマフォ 

発明の本質 

(c) 

＊ 
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技術分野＆必須要件 

(a)＊(b) 
FI=G06F 3/048 

           他の分類 

側面 
側壁 
サイド 
立体 
角柱 
面体 
縁 
曲面 

アイコン 
＋ 

メニュー 
 
 
 
 

他のキー 
ワード 

＊ 

5E501: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯電話 
AB03 ＊ タッチパネル 

CB05 ＊ アイコン＋メニュー 
FA04+FA05 

5E555: デジタル計算機のユーザインターフェイス 
 
 

携帯情報機器 
BA04〜A06+BB04 

＊ 表示タッチパネル 
CA12+DA02 ＊ アイコン 

CB34+DB18+FA08〜09 



検索の進め方（実例）・・・まとめ 
  “Galaxy Edge Note”の特許は抽出することはできなかった。 

 

 

  日本出願されていない？ まだ公開されていない？ 

  調査した範囲は十分か？ 
 「これ以上探してもむなしい」というような実感はあるか？ 

  十分かどうかは、調査目的次第！ 
 
 

 
  不十分なら 

 網（探索範囲を拡げる） 
  

Why? 

How to? 
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「あきらめ」が肝心！ 
特許庁の審査に対抗する 
には、それなりの労力×時間 



補足 
• キーワード検索／ＦＩ検索／Ｆターム検索 
全てやる必要はない・・得意なものを作る(NG) 
  ・・・対象分野（特許庁審査部）に合せる！ 

• 近接演算の活用 
 A adjn B ・・・ A - Bの順にn文字以内 
 A nearm B ・・・ A, B順不同でm文字以内 

• 外国特許、外国語でも、考え方は同じ！ 

64 



終わりに 

「特許検索」は「自転車の乗り方」に近い！ 

 乗れるようになるまでは、練習が必要。 

 必要な練習量は人に依る。 

 一度乗れるようになると、そうそう忘れない。 

 乗りこなせれば、スイスイ、どこへでも行ける。 

  是非！ 乗りこなしてください！！ 
 


